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ハチに刺されないための注意点 

１ 巣に刺激を与えない。 

２ 黒い色の服、香水、整髪剤は避ける。 

３ 蜂を見たら振り払わず飛び去るまでじっ

としている。 

４ できるだけ巣から遠くに逃げる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暑さや熱によって体に障害が起こることを「熱中症」といいます。全国で毎年多くの方が熱中症 

により亡くなっています。昨年度、岳北消防本部管内では 64名の方が救急搬送されました。 

 

〈熱中症の症状〉 

・ 初期症状では、めまいや立ちくらみ、顔のほてりなどが生じ、次第に筋肉の痛みや痙攣、吐き気 

や頭痛が生じる。 

 ・ 頭がボーっとして注意力が散漫になる。 

  ※ 頭痛、吐き気等の症状がある場合は、医療機関を受診し、意識がもうろうとしたり、体温が極 

端に高い場合には、直ちに 119番通報をしてください。 

〈応急手当の方法〉 

・ 涼しい場所に移動させる。 

・ 衣類を脱がせ、体を冷やす。（うちわや扇風機で風を当てたり、首や 

脇の下、太ももの付け根など太い血管がある部分を冷やすと効果的です。） 

・ 意識がしっかりしている場合は、こまめな水分補給や塩分を摂取させる。 

 

 熱中症は、必ずしも炎天下での運動や作業中に起こるとは限りません。 

特に子供や高齢者は、体温の調節機能が低下しているため、冷房のない暑い室内

や車の中、また夜間でも発症することがありますので、十分な注意が必要です。 

ハチに注意 

ハチに刺された時の応急処置 

１ 刺されたらその場所や巣からすぐ離れる。 

２ ハチの針が残っている場合は、指でつまんで毒液を再 

注入しないようにそっと抜く。 

３ 爪などで傷口周囲を圧迫し、毒液をしぼり出す。 

４ 傷口から毒液をしぼり出すように流水にさらす。 

５ 濡れたタオル等で冷やし、安静にする。 

 

 スズメバチ 

 

・大きく、毒性が 

非常に強く、攻撃的。 

・毒液を飛ばしたり、 

何度も刺す。 

 

 

 

 アシナガバチ 

 

 

・おとなしいが毒性が強い。 

・何度も刺す。 

 

 

 

ミツバチ 

 

・越冬の前後に 

攻撃的になる。 

・刺した箇所に 

針を残していく。 
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毎年夏になると、ハチに襲われる事故がニュースなどで報じられます。時として命にかかわることもあり、たかが一

匹の虫と侮ってはいられません。 

過去に一度ハチに刺された方は、ハチ毒に対する抗体が作られ、二度目に刺された時にはアナフィラキシーショック

（呼吸困難や意識障害、全身の腫れなどを引き起こす症状）を引き起こすおそれがあります。身体の様子がおかしいと

感じたら、ただちに医療機関を受診しましょう。 

 

熱中症に注意 

首 
脇の下 

太ももの 

付根 

防火委員会 

飯山市消防団ポンプ操法大会と北信ポンプ操法大会で、常盤少年消防クラブがミニポンプ操法を披露しました。 

 ポンプ操法会場には大勢の消防関係者や観客がおり、緊張感ある中クラブ員一人ひとりが堂々と、また、一所懸命

にミニポンプ操法を実施し、会場は大きな拍手に包まれました。 

 今年のクラブ員は、常盤小学校の女子児童 10名です。常盤少年消防クラブでは、規律訓練をはじめ消火訓練、防

災施設の見学、秋に行っている消防団の防火パレードの参加等様々な活動をしています。クラブ員としての誇りを持

ち、地域の防火・防災の充実を図るため、訓練や知識の習得に励むクラブ員に今後も注目してください。 

 


